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             平成１５年３月期末の有価証券評価損
         および通期業績予想の修正に関するお知らせ

　当社が保有する「その他有価証券（財務諸表等規則第８条第21項に規定するその他有価証券をいう）」
について金融商品に係る会計基準に基づき、平成１５年３月期末における有価証券評価損を算出した
結果、下記のとおりとなりましたので、お知らせいたします。
　また、最近の業績の動向等を踏まえ、昨年 11 月 18 日の中間決算発表時に公表した平成１５年３月
期（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知
らせいたします。

記

１．平成１５年３月期末の有価証券評価損の総額

(Ａ)平成１５年３月期末の有価証券評価損の総額 ２,１３８百万円

(Ｂ)平成１４年３月期の純資産の額　　   （Ａ／Ｂ×１００）
１２,９９３百万円
（　 　　１６.５％）

(Ｃ)最近５事業年度の平均経常利益額　　 （Ａ／Ｃ×１００）
４３８百万円

（　 　４８８.１％）

(Ｄ)最近５事業年度の平均当期純利益額　 （Ａ／Ｄ×１００）
１８８百万円

（　１,１３７.２％）

２．１５年３月期の業績予想数値の修正（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２７,５００ ２５０ ３８０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２５,０００ ４００ △２,０８０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２,５００ １５０ △２,４６０

増 減 率            （％） △９.１ ６０.０ －

（ご参考）
前期実績（平成１４年３月期）

２７,１７２ △１,２６２ △６,６２７

（金額の単位：百万円）

３．１５年３月期の連結業績予想数値の修正（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３１,０００ ３２０ ３８０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２９,０００ ６２０ △１,４４０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２,０００ ３００ △１,８２０

増 減 率            （％） △６.５ ９３.８ －

（ご参考）
前期実績（平成１４年３月期）

３０,２３０ △１,２６１ △６,３５６

（金額の単位：百万円）



４．修正の理由
　工作機械の大型ラインの出荷が４月にずれ込んだことにより、売上高は前回予想をやや下回ります
が、人件費の抑制などの固定費削減効果により、経常利益は上記のとおりとなる見込みです。当期純
利益については、固定資産売却益約５億９千万円（単独・連結）を特別利益に計上するものの、投資
有価証券評価損（単独；約２１億４千万円，連結；約２１億７千万円）、子会社株式評価損約５億円（単
独）、事業撤退損失約３億７千万円（単独・連結）、ゴルフ会員権評価損（単独；約４千万円，連結；
約８千万円）をそれぞれ特別損失に計上するため、前回予想を大幅に下回る見込みです。

５．子会社株式評価損について
　当社の連結子会社である西部産業株式会社は財政状態の悪化により、その株式の実質価額が著しく
低下しているため、相当の減額を行なったものです。

６．事業撤退損失について
　平成１４年３月１３日、同年５月２３日にお知らせしましたとおり、当社は繊維機械事業及び鉄鋼
事業から撤退いたしましたが、これに伴い不要となった機械等を売却又は廃却したことにより、繊維
機械事業で約８千万円、鉄鋼事業で約２億９千万円の処分損がそれぞれ発生したものです。

７．ゴルフ会員権評価損について
　当社及び連結子会社が保有するゴルフ会員権について金融商品に係る会計基準に基づき、平成１５
年３月期末において減損処理を行なったものです。

以　　上


